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“
理科

”
とい うひ とつ の 教科 にお い て も、「好

き、得意、楽 しい 」 と感 じ、積極的に取 り組む

姿勢を持つ 人 と 「嫌 い 、苦手、楽 しくない 」 と

感 じ、取 り組みが消極的になる人 が い る。こ の

よ うな理科 に対する姿勢を念頭にお い て 、私 が

課題 として考えた い の は、次 の よ うなこ とで あ

る。

　 「理科に対 して 好意的な思い を抱 き、知識を

た くさん持 っ て い て 、積極的に取 り組む姿勢を

持 っ て い る人 だ けが 理科 に取 り組 めばよい の

か ？」 「理科 に対 して好意的な思 い を抱け ない

人に、その 気持 ちを共有 して もらうこ とは で き

ない の か ？」
一こ の ような観 点をもとに 、 理 科

に お ける健全 な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 形 を探

り、 検討 して きた。

2．課題解決の ための 方法論

　教育現場にお い ては苦手で あっ たり、興味がな

くても
“
理科

”
に取り組まなけれ ばならない こ とがあ

る 。 探究学習を行う場 におい て 、自分たちの カで

何か を発見して い く過程 は魅 力的で はあるが 、

「知識 がない 」「苦手意識がある 」 「興味が ない 」

などの 消極的な理 由を持つ 人 ばか りが、自らの

力だけで取 り組み、解決 して い くこ とは、様 々

な意味で障害が生 じる と考え られ る。

　そこ で 、自分 の 苦手なこ とを得意な人 と、ま

た 、自分の嫌 い なこ とを好 きな人 と協力 して 、
一
緒に活動 して い くとい うこ とを提案する。そ

の 際、常に、それぞれが 自分 の 考 えや思い を出

し合い 、自分な りに相手の こ とを受け入 れなが

ら 、 相互 の 自己肯定感を高め あ うよ うな健全な
“

コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン

”
が必要であ ろ う。 なぜ

な ら、未知の こ とを解決 して い くまで に は 、

様 々 な視点か ら見 え て くる事実や考 えを つ な

ぎ合わせ て い く こ とが必要 にな っ て くる か ら

である。また今回は、こ の よ うな コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を結ぶ 中に、支援者が ア ドバ イ ス をする

とい う状況 を設定 し、そ の 効果に つ い て検討 し

た。

3．コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の 効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　 s　　　1　　　A
課題 と し て 「ど うし て 扇風機の 羽根 はそ の よ
li　　N

うな汚れ方なの か」 とい う疑問を設定 し、その

解明に 向けて コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を意識 した

探究活動を行 っ た。

○ 閤い かけ ：そ の 現象が起こ る原因につ い て

○ コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 形態 （
一

人称
一

二 人

称一三 人称）：  1 人 で 考え る→   数人 で意

見交換を しなが ら考える →   発表会を しなが

ら考 える。 また、  〜  の 前後で 各個人が こ の

現象に対 して A ）どの 程度難 しい と思 っ て い る

か 、B ）どれほ ど解決 したい と思 っ て い る か と、

支援者が グル ープ の 活 動に 介入 する こ とに つ

い て どう思っ たか を記述させ た （対象 ： 大学生

13 名）。

○支援者の介入 に つ い て ：介入 が ある場合、以

下の よ うな特徴が見 られた 。

・発問によ っ て よ り考えが深まっ た。
・具体的な実験 が浮か んだ。
・ほ とん ど意識 しなか っ た 。 影響され なか っ た。

　対象グル
ー

プ の議論の進み方に もよるが 、 支

援者 の ア ドバ イ ス に よ っ て 考え を深め る こ と

が で きた り、具体的な実験を行えた りした こ と

は、そ の 人の 意欲 を継続 させ 、解決の ため の 状

況 となる傾向が窺えた。
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